
近世中期刊本の序・践・識語情報の集積に関する研究

課題番号　１１６１０４４５

平成１１年度～平成１３年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）（２））研究成果報告書

平成１５年３月

ア　軒　タ　　ケイ　オ毒一

久保由　蕗⊥

（広島大学大学院文学研究科教授）



近世中期刊本の序・政・識語情報の集積に関する研究

課題番号　１１６１０４４５

平成１１年度～平成１３年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）（２））研究成果報告書

平成１５年３月

久保田　啓一

（広島大学大学院文学研究科教授）

０１５０４８４４３６

ー１＿



１　研究組織 研究代表者　　久保田啓一（広島大学大学院文学研究科教授）

交付決定額（配分額）　　　　　　　　　　　　　 （金額単位 ・千円）

直接経費 間接経費 レ′
合 計
　 １４００平成１１年度 １，４００ ０

平成１２年度

平成１３年度
９００ ０

Ｉ
９００

８００ ０ ８ｄ６
総 螢 ３，１００ ０ ３，１００

３　研究の概要

書誌情報としては専ら刊記・奥付・奥書が重要視され、序・政・識語情報は副次的に扱

われることがほとんどであったが、その情報には、書物の生み出された時代の価値観や文

芸観、書物を通しての学者・文人の人間関係などが濃密に織り込まれている。誰がどの本

に序・政を与え、手にした書物にどんな識語を記したか．は、書物を成立時点に還元して評

価するという作業には不可欠の情報となろう。これまでも特定の書物について詳細に調査

する研究者は、序・政・識語情報を有益に利用したに違いないが、調査対象の書物の著者

が、同時代の学芸赤の中で総体としてどのような活動を展開したかとなると、まさに手探

りで調査を進めねばならなかった０序・政・識語はまさに同時代評として貴重であり、著

者の学芸界との関わりを見極めるためには是非とも収集されなければならない。分野の限

定無く、あらゆる書物の序・蚊・識語情報を一覧できるようにすれば、研究者の便宜はい

つそう増すであろう。そのような観点から、先に「序・政・識語等の補助的情報検索の必

要性」（国文学研究資料館文献資料部「調査研究報告」第１９号、平成１０年６月）を発

表した０本研究は、その提言の具体化である。出版活動が著しく発展した近世中期の刊本

に目標を設定し、内閣文庫を対象として調査を開始した。

しかし、近世中期の刊本の序・政・識語情報を、内閣文庫の蔵本に限ったにせよ、網羅

的に収集することは、３年間では不可能であり、研究終了時点で研究成果を報告書として

まとめることが出来なかった。それだけ、近世中斯には大量の書籍が出版され、序‾・験・

識語情報の集積には莫大な作業を必要ということである。１４年度の１年間で出来うる限

りの補訂を行ったが、現状としては享保から享和までに刊行された内閣文庫蔵本を全て調

査することは出来なかった０今後とも継続して調査の完成を期すものであるが、今回提出

する報告書には、１つのサンプルとして、多様な出版物の収まる「総記」の部と、近世文

芸の中心に位置した「文学」のうちの漢詩文に限定して、序・蚊・識語情報を抜き出して
掲げることにした。

なお、本研究によろ雑誌論文として、次の１編を発表した。

久保田啓一「成島家歴代の立場一乾照夫氏『幕末期の成島柳北』に寄せて－」

『鯉城往来』第３号　２０００年　Ｐ８４～９８
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４　研究成果概要

「内閣文庫国書分類目録」の請求番号、書名を最初の行に掲げ、次行から掲載順に序・

政の末尾の部分を抜き出して掲げた。なお、文章の題目が明示してある場合は、「」に

入れてそのまま示した。文字がない場合は便宜上？や●を入れておいた。

一「総記」の部（抄）

＠２１８－１１１国朝書目

（験）、天明丁未八月／東京辻孔●識

＠２１８－１０５群書一覧

「群書一覧序」、孝和新元辛酉臓月穀且／播州　奥田元継／竹窓森世黄書

「群書一覧例言」、享和元年冬至日　浪華尾崎雅嘉識

＠２１９－９神道書目集覧

「神道書目集覧序」、明和庚寅秋七月望／東都　城武昭撰

本文末、明和七年庚寅七月喜子好古軒

「附録」（東武　鈴木行義子連署）、明和七年庚寅秋七月鈴木行義子達書／千束武好古軒

＠２１８－１２５印籍考

（序）、享和壬戊之仲夏／源具選識

（政）、あり

＠２１８－１１９和漢軍書要覧

「軍書要覧序」、吉田一保識

＠２１９－７３古義堂　遺書総目叙釈

「古義堂遺書総目叙釈」（序）、明和六年己丑夏五月十二日／伊藤善部謹？

十三丁オに、明和六年己丑之夏五月十七日／伊藤善朝謹識

＠２１８－１４１書籍目録

（奥書）政？、作考　文昌軒柴橋／千時宝暦四年甲成季冬吉辰／皇都書坊　錦小路新町西

え入　永田調兵衛

＠２１８－１３９合類書籍目録大全

※巻末に前項の「書籍目録」に同じ政文を載せる。ただし「皇都書房」の下を削る。

朱字で「文政元年ノ刊本二同シ」と記す。享和元刊のしるしなし。

＠２１０－４４皇朝事苑

－３＿



「皇朝事苑序」、天明丙午臓月／正二位菅原胤長識

「皇朝事苑序」、天明乙巳八月／淡海竺常撰

＠２１０－６増補頭書　訓蒙図嚢大成

「増補訓蒙図嚢序」、戊申冬十一月望／越前中丸光撰

「訓蒙図桑叙」、寛文丙午／秋七月暢斎識

「三才千字文序」、天明元辛丑之夏謙斎序

（験）、己酉四月　春荘端隆

＠１８４－３５９唐土訓蒙図桑

「序」、享保戊戊仲春之望。玉井／直道題

「叙」、享保己亥孟春／浪華平住専庵書

（験）、浪華　画者　橘有税

（政）、享保己亥摂江穂積以貫伊助甫駿

＠２１７－１６南畝叢書

（藤樹先生年譜　識語）、江戸大田軍識

（東海談　識語）、江戸大田軍識

（榊巷談苑　識語）、江戸大田軍識

（附録　巻末識語）、大田軍重識

※榊巷談苑の本文第一丁欠か。

＠２１１－２′４３駿台雑話

「新刊駿台雑話序」、寛延庚午十一月冬至日／東都　直学士藤原明遠謹識

（序）、享保壬子のとし九月中旬鳩巣の翁駿台の草／の奄にして筆をとる

（巻末）、享和壬子のとし冬十月鳩（きう）巣（さう）しるす

＠２１１－２５６組殊先生　南留別志

「刻南留別志序」、宝暦辛巳年夏五月雲藩文学宇恵／謹撰

（政）、宝暦壬午之冬東都平好古撰／龍同源師道書

＠２１２－１５３乗燭澤

「乗燭澤序」、享保己酉伊藤長胤序

「乗燭諸政」、宝暦発未伊藤善蘭書

＠２１２－１８３和学弁

「刊和学弁序」、宝暦戊寅春正月／東都　高橋盛子豊甫識

＠２１２－６２正明鏡　自語論

なし。
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※三教一致風の著述

＠特３７－２９近代世事談

「近代世事談序」、享保発丑冬至日／浪花　松永拠徳書

「凡例」、東都神田笹下奄括涼識

「后序」、東都神田誹林雀下姑涼書

＠２１２－１５２結？録

「結？録序」、宝暦己卯秋八月／葛陵野人高峻撰

（蚊）、岡元鳳題

＠２１１－２５１橘窓茶話

「芳洲先生橘窓茶話序」、天明六年夏五月朔浪華篠応道序

＠２１１－２５０芳洲先生たはれくさ

（本文末）、芳洲雨森子著

（政）、鳩巣老人直精錬

＠２１１－２６２講習余筆

「講習余筆序」、延享丁卯九月穀且　伊奈忠賢謹識

「自序」、延享四年丁卯秋九月十五／日。東都直学士藤原明遠深蔵識。

＠２１２－２１８墳語

「壌語験」、明和丙戊二月哉生塊／中井積善謹書

＠２１１－８８市井雑談集

「市井雑談集序」、宝暦発未稔●鐘／林自見正森述

＠２１２－１９２擦海一得

「擦海一得序」、明和辛卯秋七月／松窓　関情齢？

「擦海一得自叙」、明和強国大淵献南屋／日暮干巣丘愛閑斎／木換卿

＠２１１－２８８閑散余録

「閑散余録序」、安永発巳春二月／北海　江郁綬撰

「題閑散余録贈菰野南川士長」、安永紀元至日／彦藩儒学教授／？水龍公美

「閑散余録緒言」、明和七年庚寅冬十月

（政）、高文●拝／金渓賢●／仲冬十三日

＠２１２－１７４孔雀楼筆記

．「孔雀楼筆記序」、明和戊子之冬　播磨堀栄吉拝撰
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「孔雀楼筆記序」、明和戊子之冬　備前高潤拝撰

「験」、明和戊子之冬　姪伊藤聖訓拝撰

＠２１３－４３国学忘具

（見返し）、西讃森先生述／先生博拾之才我東方載籍典故莫不該覧論／定焉此三巻者其緒

余耳乃乞而上木云／丁未秋七月　浪速書坊崇高堂主人謹志

「国学忘貝序」、天明丁未の年秋七月難波津の崖辺にかくれすむ／あま人しるす

（序）、讃岐国多度郡堀江／森助左衛門長見／天明三とせ秋のなかば／月の夜すから筆を

そむる

「国学忘貝験」、天明歳次甲辰三月／同郡屏風浦／三谷景信立民

＠２１２－２０５青梧園漫筆

「青梧園漫筆序」、寛政突丑暮秋／東都　●惟直

※巻末に「華陽居士墓褐銘　東江源鱗撰」収載（川村華陽、延享元年甲子五月九日生、天

明四年甲辰八月十九日卒。）

＠２１３－４６小窓間語

「小窓閑語序」、寛政庚成季冬南畝子／書干牛門之香花園

「例言」、鈴木忠侯識

＠２０４－１８０とはすかたり

（序）、享保つちのえさるの霜月つゐたち　さねゆき

「不問語政」、寛政辛亥空種節／大阪府懐徳書院教授／中井積善敬書

※巻末に「胎範先生略伝」を載す。

＠２１２－２４６孝経楼浸録

「孝経楼漫録序」、寛政丙辰初春日／春弟一斎佐藤坦拝言

※巻四の十丁まで。以下は欠。

＠２１２－６１３乗穂録

「乗穂録二編小引」、寛政十年季冬／恩田仲任撰

＠２１２－１９９代突雑抄

（序）、寛政庚申之秋／香山老人記

＠２１２－１７８桂林漫録

「桂林漫録序」、寛政十二年歳在庚申夏至日？／端午日書／源忠道

（序）、寛政庚申五月　法眼甫周　撰／此序者月池老兄在千侍医局中而所作也此日余●在

局見之／雅致可愛因自浄写井題其後以●之云　法眼快竜

（験）、庚申夏日因是道人葛質
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（政）、●●漫然氷斎鉱題

＠２１２－８５幽遠随筆

「題幽遠随筆首」、甲午七夕丹輿喜子●●／深処

（序）、獅々童

＠２１２－９０久保之取蛇尾

「久保之取蛇尾序」、難波入江まさよし

＠２１３－７０東？子（橘竜漫筆）

「東？子序」、孝和改元辛西之秋／桐江

「自叙」、（年紀、署名なし）

「東？子序」、（先に同じ）

「良叙」、（先に同じ）

「橘巷漫筆二編序」、文化二年九月穀且　聖護王府侍臣国栖雷識於／左京錦里忍容斎」

＠２１３－９８蓑一笠雨談

「蓑笠雨談自序」、享和突亥立秋後一日書於武江飯／台著作堂／蓑笠隠居題

＠２１２－２０４技療録　積善堂随筆

「技療録序」、享和二年壬戊秋／左近衛権少将藤原／豊季題

「技療録序」、享和壬戊秋七月／左京権大夫藤原／資善

（序）、享和契亥重三　菅晋●

「技療録後叙」、享和突亥之秋八月／門人　豊後　関衡拝？

＠２１３－４８よもの硯

「四方研序」、享和●元之翼年●秋／一身田史隠細合方●？書／年七十有●

（序）、斎部孝義

「四方の硯序」、寛政四年壬子冬十月／七十五異冶浪居士

（序）、七十一　老樵開田子音咲

（識語）、孝和発亥年端午日平安布衣畑維龍　識／韮斎外資史尚徳書

＠２１２－１１３嘩女曙言

（序）、享和二年春桑門晃演識

＠２１２－９１年々随筆

（辛酉識語）、享和元年十二月十一日於品川荘居更成一小冊了

（壬戊識語）、、享和二年十二月五日余白既尽姑…石原喜左衛門正明

（発意識語）、享和三年［発亥］十二月十五日成一巻了　正明
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＠１７０－２０６我宿州

（験）、享和三のとし初春／浪速住学●斎しるす

＠２１１－１１１大東世語

「大東世語序」、寛延／改元十月孟冬鵜孟－序

「大東世語自序」、南郭服元喬

＠２１２－６８俗説贅弁

「俗説贅弁序」、（自序、署名年記なし）

「俗説贅弁続編引」、（自序、年記書名なし）

＠２１１－１６４温故要略

「温故要略叙」、享保壬寅初秋既望／洛西前浄円教寺沙門盤察

＠２１１－１８４白河燕談

「白河燕談序」、殊意癖自叙／享和己酉孟冬日

＠２１１－２６０学山録

「学山録叙」、寛延三年庚午春正月望／東都直学士藤原明遠深蔵／喜子盈進斎

＠１９９－４４雅遊浸録

「雅源漫録序」、宝暦乙亥初冬／大江都庭鐘撰

＠２１２－４秋斎間語

「秋斎間語序」、宝暦突酉冬十月／華汀北貞郷撰

（序）、発亥之冬　武泉題

＠２１２－２南嶺子

「書甫嶺子後」、寛延己巳九月／門人山中済竜秀蕃謹識

「南嶺子叙」、寛延己巳歳六月南海陶●謹？

「南嶺子序」、寛延己巳六月既望／讃岐　●芸之伯耕撰

＠２１２－１０南額遺稿

「甫嶺子遺稿序」、宝暦丁丑九月晦／良芸之撰・

「南嶺遺稿蚊」、宝暦丁丑初冬／平安細谷文郷謹誌

＠２′１２－７５夜聖

「夜聖序」、ときは宝暦十とせあまり／ふたっ。壬むまのふみ月十七日になん。花洛の春

水堂におゐて。彰貞これを始にしるすと云。

（政）、洛下隠士／閲斎
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＠２１２－１７０燕石録

「燕石録序」、延享丁卯九月須賀誼安序

＠１９０－５５２雑図

「雄図叙」、天明六年丙午孟冬／友人尾張紀徳民

（政）、安永三年五月九日渋井孝徳政

＠２１０－１１１彼此合符

「彼此合符序」、寛政乙卯秋／岡田挺之撰／重松旗書
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五「文学」３「漢詩文」の部（抄）

＠１９０－３１４仮名性理

北内藤先生事老母至孝老母学西方之教…、寛文九年重陽節後日／柳谷散人野間三竹書

＠１９０－２９４千代もとくさ

有客袖一冊子来視於予日是憧裔藤先生述儒学大意‥・、天明戊申八月後学岡山菱賓謹撰

＠１９０－４１６弁疑録

「弁疑録題辞」、宝永戊子之歳腐月／平安伊藤長胤？

「弁疑録験」、享保十八年秋七月朔小貫徽典拝書

＠１９０－４２０弁疑録

「弁疑録題辞」

＠１９０－４２８諸先輩国字筆記

「抄出先輩筆記説」、安永庚子三月／浩軒識

＠子２５３－１５伊洛三子伝心録

「伊洛三子伝心録序」、寛文壬子孟春／弘文学士院林恕謹序

「伊洛三子伝心録序」、寛文己酉三月朔且／山崎敬義

「政三子伝心録後」、孟秋念日／山崎敬義験

＠子２５３－１６伊洛三子伝心録

子２５３－１５に同じ。

＠１９０－３２９伊洛三子伝心録

子２５３－１５に同じ。

＠１９０－３３０伊洛三子伝心録

子２５３－１５に同じ。

＠１９０－４－４４古学指要

「古学指要叙」、正徳四年甲午贋月日京兆伊藤長胤原蔵甫？

＠１９０－４４６訓幼字義

「訓幼字義序」、享保二年九日、伊藤長胤撰

「訓幼字義政」、宝暦九年秋八月／後生西周樋口公英謹識

＠１９０－４４７古今学変
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「古今学変序」、享保壬寅夏四月朔伊藤長胤

「古今学変後序」、時延享改元重陽後一日門生奥田士亨拝撰

＠１９０－４０７鼎？経学文衡

「経学文衡序」、享保甲寅二月伊藤長衡謹識

＠１９０－３９１大疑録

「題大疑録之後」、明和丙戊歳季秋日／仙台北海大野通明香子／武城東泰玄書院

＠１９０－３９２三才或間

「三才或間序」、享保己亥仲夏発酉／日本摂州浪華田中允沢書

＠１９０－５５７釈親考

「刊釈親考序」、享保歳次乙卯秋七月信州／上田鎮安原貞平伯亨甫／●子東都昌平橋邸

＠１９０－５５６釈親考

１９０－５５７に同じ。

＠１９０－５５５釈親考

１９０－５５７に同じ。

＠１９０－４１２弁道

なし

＠１９０－４１０弁道

なし

＠１９０－４０２非組殊学

「非祖殊学序」、宝暦十年庚辰季夏中浣／久米順利謹書

「非狙株学自序」、宝暦甲戊三月●／蟹維安序、

「蚊非狙株学」、維安

＠１９０－４１８発名

なし

＠１９０－４１７弁名

なし

＠１９０－４１９弁名

なし
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＠１９０－４０５狙探究生答問書

「答間書序」、乙巳之春西台勝忠統撰

「狙裸先生答間書序」、享保甲辰春三月平安服元喬序

＠１９０－４０４狙株先生答問書

１９０－４０５に同じ。

＠１９０－４００組殊先生答間書

１９０－４０５に同じ。

＠１９０－４０１組株学則問答

「狙裸学則問答序」、享保戊申夏四月／柳里恭撰

＠１９０－４１３駁弁道書

「駁弁道書序」、元文歳舎己未初冬遼且乙堂壁授筆／千盛徳之古鏡台前

＠１９０－４０９弁弁道書

「書弁弁道書後」、元文二年丁巳端午日／浪華／留守友信識

＠１９０－４．１４非弁道弁名

「非弁道弁名序」、天明甲辰春二月／門人／素斎小沢謙伯鳴

「非弁道弁名自序」、天明甲辰春正月人目東部森錬序

「非弁道弁名蚊」、鳥羽喩義

「非弁道弁名験」（柱）、天明甲辰春二月既望／井恒蚊

「非弁道弁名験」（柱）、田威●●

「非弁道弁名験」（柱）、藤直／星河源周道書

＠１９０－４１５非弁道弁名

１９０－４１４と同じ。

＠１９０－４０６聖学問答

下巻のみ存。なし

＠１９０－５１９斥非

「刻斥非序」、延享乙丑夏四月辛酉／東都／原尚賢序

＠１９０－３４３為学要説

政（柱）、安永丁酉冬十月／姫路／合田誠美謹書
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＠１９０－４３４読書会意

「読書会意序」、寛政五年突丑仲春／米沢拾遺藤治憲撰、臣丸山蔚明謹書

「読書会意序」、寛政発丑孟春／源乗衡撰

「読書会意序」、寛政突丑正月／男／渋井至徳謹序

「書読書会意後」、寛政発丑孟春／友人／尾張紀徳民

「読書会意政」、寛政発丑五月／清水長年識

＠１９０－４４５時学鍼？

「時学鍼？序」、延享四年丁卯仲秋穀且／門生／茅巌／友箭怒績書

「時学鍼？叙」、延享四年丁卯八月上幹／門生／累府／本城嘉曽謹識

「題時学鍼？後」、仲秋之吉／泉南／河合逢原欽書

＠１９０－４４２講学筆記

「詩学筆記引」、寛保突亥閏四月か丙寅／阿陽後学増田謙之／謹書

「刻講学筆記後叙」、寛保栄亥閏四月庚辰／阿陽後学露木篤慎伯謹書

＠１９０－５０３称呼弁正

「称呼弁正序」、宝暦七年丁丑三月朔且／門人／桑原典靖謹書

「称呼弁正序」、宝暦甲戊冬十一月／赤石／梁田邦美？時八十有三歳

＠１９０－４３５秋風録

「秋風録序」、宝暦十年戊辰冬十月阿州市隠鈴木氏独清子換華子洛東於陸室

「書二篇之尾」、宝暦壬午仲秋日／●山／源朝願書

＠１９０－４９２質疑篇

「質疑篇序」、明和三年丙戊清明飾／大阪／中井積善謹叙

「刻質疑壌語叙」丁亥仲春／中井積徳謹書

＠１９０－４８６質疑篇

１９０－４９２に同じ。

＠１９０－４３０大沢先生海事夕詰

「海亭夕話序」、東都／稲垣長章撰

「祇待序」（柱）、大沢識／和気成美書

「夕話蚊」、和気成美書

＠１９０－４３８経義折衷

「経義折衷」、南海原公逸神威

「金峨先生経義折衷」（柱・題辞）、門人／原公逸神威甫校訂
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＠１９０－４６９名時

「名時序説」、天明四年甲辰冬十月平安皆川原撰述

＠１９０－４６０正学指掌

「正学指掌序」、天明五年乙巳五月安芸頼惟完序

「正学指掌序」、弟孝章謹撰

右正弟闇叔序一通没後獲之…、孝肇識

＠１９０－５３７正名緒言

序（柱）、天明己酉春正月／社友尾藤肇撰

「正名緒言凡例」、天明戊申冬十一月／菱賓識

＠１９０－５３８正名緒言

１９０－５３７に同じ。

＠１９０－４５３授業編

「授業編序」、天明三年突卯春正月／木曽山村良由謹撰

「刻授業編序」、天明発卯二月／東都／朱鳳拝撰

北序（柱）、天明突卯夏六月／河内橘庵北山彰元章謹撰

「授業編序説」、天明改元辛丑ノ秋九月

凡例、天明発卯三月／北海江村綬

＠１９０－４６１学問源流

「学問振流序」、寛政六年甲寅夏五月下斡謹題於浪華拙古堂／布衣第西播／奥田元継

＠１９０－４８１原古編

「原古編自序」、寛政庚戊三月朔且頼惟柔序

「原古編例言」、季立氏識

＠１９０－４７３朱学弁

「題朱学弁首」、古河儒員恩田廷頒題／／享和二壬戊歳十月

「朱学弁序」、寛政十二年庚申春三月／予州松山藩金子義門謹撰

「朱学弁政」、享和二年壬戊冬十月／平安／脇坂義堂撰

＠１９０－４７４朱学弁

１９０－４７３に同じ。

＠１９０－４５６読書正誤

序（柱）、尾張／石川安貞
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＠１９０－５５８追遠疎節

「追遠疎節序」、元禄庚午仲冬之月平安仲欽序

＠１９０－５５９追遠疎節

１９０－５５８に同じ。

＠１９０－５３１

「九親服属諺解序」、天明六年丙午夏四月甲戊朔書於牛渚？田堂／東都／大塚孝威

＠１９０－５２２二礼儀略

「二礼儀略序」、辛亥十月東讃柴邦彦撰／源克謹書

政（柱）、寛政四年四月／江都麹●書院長服部保識

＠２０７－８２古文矩

「合刻古文矩文変序」、明和改元之秋八月南総宇恵謹序／／東都河保寿書

＠１８２－５５９井田図説

「郷遂井田図説序」、日本明和四年二月十八日／肥後藩士／斎藤高寿／撰

＠１８２－５５８井田図説

１８２－５５９に同じ。

＠２０７－４４詩律兆

「詩律兆自序」、宝暦戊寅三月／浪華竹山居士中井／積善？井書

「凡例十六則」、明和庚寅首夏／竹山居士識／／安永紀元之冬居士再識

「詩律兆政」、安永丙申仲冬／平安／中村有則謹識

＠２０７－９６詩学逢原

「詩学逢原序」、宝暦十二壬午冬／金竜道人釈敬謹撰／／濯園岸成米書

「詩学逢原政」（柱）、宝暦突未冬十月五瀬田徳卿敬政

＠２０７－１９６詩訣

「南海詩訣序」、天明丁未仲冬／北海江村撰／／源誠書

序（柱）、天明丁未秋八月／劣孫砥園長幹識

「南海詩訣序」、…●撰

瞭校練糸在所染之染之匪正則…、丁未仲冬浪華彼応道撰

＠２０７－２０６文論・詩論

「合刻文論詩論序」、寛延戊辰冬十月／東都／植村正直序
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＠２０７－１９９日本詩史

「日本詩史序」、明和庚寅仲冬／柚木太玄謹撰

「日本詩史凡例」、明和庚寅冬十月北海江村綬題干賜杖堂

「日本詩史験」、明和辛卯之春／弟清？拝撰

＠２０７－１９８詩学新論

「詩学新論序」、明和壬辰秋七月／平安北海江村綬／撰／／浪華／永惟辿謹書

「詩学新論政」、明和歳在辛卯冬腹月／門人豊郡久恒薙再拝謹？／／浪華端山図南書

＠２０６－７６白雲館詩式

「●詩式詩眼序」、岡田挺撰

「白雲館近体詩式自序」、寛政六年甲寅二月丁亥／白雲館主人撰

＠２０７－７５白雲館詩眼

「●詩式詩眼序」、岡田挺撰

「白雲館近体詩式自序」、寛政甲寅秋九月戊申／白雲館主人撰

＠２０７－７４律詩天眼

「律詩天眼序」、寛政戊午嘉●／尾張岡田挺之撰

「律詩天眼序」、寛政戊午四月甲辰／太行／熊阪秀撰

＠２０７－１１７文章緒論

「文章緒論序」、尾張／秦鼎

「文章緒論序」、寛政庚申六月／八十翁播磨赤松鴻／書於静亭中病●

「文章緒論政」、享和改元春三月戊寅／門人／岡部忠保謹撰

＠２０７－１２６文法披雲

「文法披雲叙」、寛政戊午春三月朔／佐倉医官／那賀山元孝撰

題言（柱）、海保皐鶴識

政（柱）、寛政丁巳春三月伊東祐昌撰

＠２０６－６７０五言絶句百首解

「重刻絶句解序」、源伊信識

「絶句解序」、物道済識／／竹岡勝信書

「五七絶句解序」、享保壬子秋九月／平安服元喬叙

＠２０７－１７３四家萬

「四家萬序」、余承裕謹撰

「刻四家萬序」、宝暦辛巳季夏之日雲藩文学宇恵謹撰

「刊四家禽験」、宝暦辛巳冬十月朔／土屋秀明／／源師道書
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＠２０９－１１６刊謬正俗

「刊謬正俗叙」、元禄庚午之歳春二月京兆伊藤長胤自叙

「書刊謬正俗後」、延享三年丙寅冬至日／江西安原貞平謹識

＠２０７－９０文茎小言

文笠蚊（柱）、門人鳥石源君嶽謹識

＠２０７－１９７芸苑録

「芸苑録序」、明和七年庚寅夏六月／平安丹邸芥換撰

「芸苑録叙」、阿波源規撰

「芸苑録政」、和陽原紀伯綱序

＠２０７－４６１訓訳示蒙

なし

＠２０７－１２０道斎先生随筆

「道斎随筆序」、宝暦乙亥八月海西堂宮奇識

序（柱）、乙亥之秋八月旬五／／中和頓首拝

政（柱）、宝暦乙亥之秋南紀桃尚徳政

＠２０７－１１３訳茎

「訳茎初編巻首」、宝永辛卯二月望　吉有隣謹識

「爵笠後編序」、天明戊申春三月善子浪華北野僑居中／竹里散人撰

＠２０７－１１５訳笠

２０７－１１３に同じ。

＠２０７－１１２訳茎

２０７－１１３に同じ。

＠２０７－４５０文語解

「文語解序」、明和壬辰三月笠常題

＠２０７－４４４文語解

２０７－４５０に同じ。

＠２０７－４５詩轍

「詩轍叙」、天明甲辰花朝／彦子前文学伏水人／革鹿竜公美撰／併喜子時行年／七十也

「詩轍序」、天明改元之冬陽月／友人出藩文学喬維嶽撰／／呉超程赤城書
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「詩轍政」、浪華藤世衡写

＠２０７－４７４文家小笠

「題文家小笠」、天明丁未孟秋之望／南越　力之光

＠２０７－９３詩茎

「詩茎序」、享保壬寅春三月／三河爽鳩正長自叙

詩釜飯（柱）、享保壬寅春三月／東都物茂卿政

＠２．０７－１８４文藻行涼

「文藻行涼叙」、安永八年三月朔／金峨井純卿？／／伊藤長秋書

「文藻行繚叙」、安永戊戊冬十一月／常陽　碕允明

＠２０７－８９歳華詩科

「歳華詩科小序」、庚子孟秋／葎竜河村秀根

此政（柱）、己亥冬奥世文政

験、●永国華撰

＠２０４．－３１１皇朝正声

「皇朝正声叙」、明和八年辛卯春三月／上毛　宇世？／／東都　河保春

＠１４１－２２５日本詩選

「日本詩選序」、安永発巳冬十二月北海江村綬題於　／賜杖堂

序、権中納言菅原在家撰

政、安永発巳之冬／弟清絢拝撰

＠２０４－３１３日本詩選（正編と続編はとりあわせ本）

「日本詩選序」、安永発巳冬十二月北海江村綬題於　／賜杖堂

序、権中納言菅原在家撰

蚊、安永突巳之冬／弟清純拝撰

「日本詩選続編序」、安永戊１戊冬北海江村綬題／賜杖堂

「題日本詩選続編後」、聖和安永歳次乙未冬復月／豊府原温未謹撰

「日本詩選続編後序」、安永七年戊戊閏月吉日／東都松延年撰

＠２０４－２８０懐風藻

「懐風詩集序」、宝永甲申之冬　松崎裕題

「懐風藻序」、天平勝宝三年歳／在辛卯冬十一月也

「題懐風藻後」、山重顕題

「懐風藻験」、寛政突丑秋　摂津　院秋成誌

－１８ｔ



＠２０４－２８１懐風藻

２０４－２８０に同じ。

＠２０５－７蓬左詩帰

なし

＠２０６－５７３霞池省毒手簡

「霞池省毒手束叙」、正徳四年甲子春三月／京兆伊藤長胤謹書

「霞池省毒手簡自叙」、安東守約序

「霞池省毒手簡後叙」、享保庚子之歳不肖守経識

＠２０６－５７４霞池省毒手簡

２０６－５７３に同じ。

＠２０４－３４５願朝文苑

「鷹朝文苑叙」、享保甲辰仲春京兆伊藤長胤序

「自序」、享保丙午六月之吉張州井鼎臣撰

本文末、享保丁未晩夏平安書房杢文館主人謹識

「脛朝文苑後序」、享保十一年丙午夏五月吉且尾張後／人宮文忠舜弼氏題於古崖山房之／

読書処

＠２０５－９停雲集

「停雲集序」、丁酉仲夏白石序

「新刻停雲集政」、享保戊戊秋八月　田伯鄭謹書

＠２０６－６４２壬寅元旦詩集

「壬寅元旦詩集序」、享保壬寅正月穀且東海篠崎維章序

「壬寅元旦詩集政」、享保七年壬寅孟春上目／官医／大川小島昌喚元瑛政

「壬寅元旦詩集政」、予州大洲後学南陵馬島牧庵敬明撰／／享保壬寅孟春壬辰

＠２０６－６２８新正試筆

「新正試筆序」、享保発卯正月上目／東海　篠崎維章三？甫題

「新正試筆題辞」、篠崎椎章謹誌

＠２０６－５７５馴象編

「馴象編序」、享保十四年己酉夏五月／従五位下守大学頭林信充識

＠２０６－５７６馴象編

２０６－５７５に同じ。

ー１９－



＠２０６－５７７馴象編

２０６－５７５に同じ。

＠２０６－６５８絃歌余韻

「叙」、小模

「題辞」、丁丑上目冠岩鈴木始卿謹話

「絃歌余韻蚊」、宝暦丁丑初春／沢辺宗周三英謹識

＠２０５－１０？園録稿

「？園録稿序」、享保丁未冬十一月既望／金華平玄中撰

＠２０５－８？城新著

「？城新著叙」、江広漠／／竹允文書

「？城新著叙」、寛延戊辰孟冬／長門　県子扉箕

＠２０４－３１４古今詩寓

「古今詩焦序」、明和改元初冬／常陽　埼允明撰

＠２０５－５４日本泳物詩

「日本詠物詩序」、安永丙申春二月／北海江村綬撰

「序」、安永丙申之春　情絢

＠２０５－５鐘秀集

「鐘秀集序」、寛政戊午秋九月／草野意儀謹識

ｒ鐘秀集序」、南海　源玲識‥・源玲又識

「鐘秀集政」、寛政戊午九月／山惟恭撰／／藤益書

＠２０６－４１石増二先生文紗

「刻石増二先生遺文序」、寛政二年庚戊三月／小●　犬甘知寛拝撰

「蚊」、寛政庚戊望夏／同藩　山内●謹政

＠２０５－１７楽？集

「序」、安永丁酉朔肥後府学祭酒臣薮怒謹序

＠２０６－４９４三先生一夜百詠

「限時百詠序」、寛政乙卯冬十月／平安源一？

＠２０６－６４１永慕編

「題永慕編首」、天明戊申冬十一月／播磨　赤松鴻

「永慕編序」、天明丁未秋七月／東奥　熊阪邦謹序

－２０－



「永慕後編序」、享和二年春日／尾張　秦鼎撰

「永慕後編序」、享和紀元冬十月甲辰／東奥　熊阪邦謹撰

「永慕後編政」、享和壬戊二月突丑／門人　中木好問恭題

＠２０１－７１９泉山景境詩歌集

「泉福山景境詩歌集序」、享保丙午秋／従五位下守大学頭林信充識

「泉山八景十二境詩序」、享保己亥夏卯月八日／見泉福山笠岩周仙撮筆於／琉璃堂出北●

下／／佐文山写

※「泉福山瑠璃閣記」、笠岩周仙識

＠２０４－５３４日本文紗

「日本文砂序」、寛政十二年甲申冬十二月／従二位菅原在席撰

＠・２０４－３５３日本文砂

２０４－５３４に同じ。

＠２０４－３５０大和風雅

「大和風雅序」、安芸平賀晋民撰／／平安　南窓室幹書

「大和風雅叙」、安永庚子秋六十九翁金竜雄杜多題洛北帝釈葛中

「大和風雅引」、安永九年庚子夏五月／三山　藤本敬？

（政）、寺尾一純

＠２０５－１１神風草二編

「簡風草二編序」、天明甲辰春正月東毛安情文仲甫撰／／牛山源謄写

＠２０５－３５楓樹詩纂

「楓樹詩纂叙」、安永己亥之春／源之願

＠２０５－３６重糸海業詩纂

「垂糸海巣詩纂叙」、安永己亥之春／源之願

＠２０６－９５玉振集

「玉振集序」、安永丁酉秋八月既望／平安大江資衡？圭撰／／平安近藤正信書

＠１７８－５７８両関唱和集

「両関唱和集序」、享保庚子之春伊藤長胤書

（両関唱和集政）、享和庚子之夏長州野人佐重潜●

＠１７８－６１１蓬島遺味

なし

－２１＿



＠１７８－６０９星桂答響

なし

＠１７８－６０５桑韓唱和？？集

「序」、享保庚子花朝平安前田時棟父乗翰於松山●霞館

＠１７８－５８４藍島鼓吹

「藍島鼓吹序」、庚子之夏　伊藤長胤識

「藍島鼓吹序」、享保庚子孟夏／筑前州竹田定直撰／／男定澄写

※本文末、享保四年歳次己亥秋八月′Ｊ、野士厚識

＠１７８－５８１班荊間澤

「班荊間談序」、寛延紀元戊辰●●前／洛西海雲八十一翁百拙／撰書

「班荊間詳序」、寛延戊辰九月／平安●●●

（班荊問罪序）、寛延元年孟冬中幹／赤城老人魯山●●

「題班荊閑談之後」、寛延紀元秋九月／平安　●換撰

「班荊間諦後序」、寛延元年冬十月／東皐釈浄寿書於介石／山房

※「対麗筆後叙」、大和延享五戊辰六月精壁●●東里序

＠１７８－５８２班荊間譜

「班荊間談序」、寛延紀元戊辰●●前／洛西海雲八十一翁百拙／撰書

「班荊問罪序」、寛延戊辰九月／平安●●●

（班荊問罪序）、寛延元年孟冬中癖／赤城老人魯山●●

＠１７８－５７３和韓筆談薫風編

「倭韓筆談薫風編序」、延享戊辰六月既望／門人武蔵上月典則公胎甫謹序

＠１７８－５７７橘先生仙桂筆澤

「序」、寛延紀元秋八月鹿門望三英識

「刻仙桂筆渾験」、寛延紀元戊辰秋八月既望　弘前侯侍医服部粛謹験

＠１７８－６１３韓桂？？集

なし

＠１７８－５８０韓館贈答

なし

＠１７８－５７９韓館贈答

なし

－２２－



＠１７８－５９１桑韓錦鯉録

「桑韓鋪鍵録序」、寛延紀元戊辰閏十月／曽有原／／雲巷衣笠親賢書

「桑韓餌鍵録医詳序」、寛延元戊辰季秋日奥軌同直救題／／雲竜衣笠親賢恭書／子平安服

旧斎

「刊鋪鍵録政」、寛延戊辰冬至雲庵賢題

＠１７８－５９７桑韓筆語

「桑韓筆語序」、東都稲垣長章稼明父識／／？陽山元礼書

〔「題桑韓筆語云」、宝暦甲申初夏／医官村岡彰題

※「題桑韓筆語云」につづいて「宝暦甲申春朝鮮国王遣共通政大夫…」、「官医山田正診

識」

＠１７８－６２８間侃集

「問侃集序」、明和改元壮月旦日／正二位前権大納言式部大輔菅原綱忠撰

「問侃集政」、明和甲申季秋／正四位下行少納言兼侍従大内●／文章博士菅原輝長題

＠１７８－５９２東渡筆談

「東渡筆談序」、亀山　松崎惟時撰

「東渡筆談序」、劉維翰撰

※本文につづいて「題因静上人詩文軸後」、朝鮮　元玄川子書

＠１７８－６５４間柱余響

「間柱余響序」、魯堂那波師曽　撰／／崎陽平千里書

＠１７８－５９８両東関語

「両東関語序」、明和改元冬／南漠　江忠囲撰

「両東関語序」、明和改元甲申季冬穀且／東都医官宮野呂実和元順識

＠１７８－６２７講余独覧

「講余独覧序」、明和元年秋八月／佐倉府文学井孝徳撰

「講余独覧政」、明和元年仲秋之望／友人　紀徳民題

＠１７８－５９９長門発甲間柱

「長門発甲間柱」、甲申春三月／長藩　山根清撰

＠２０５－１１８憧寓先生文集

「御製慣裔先生文集序」、慶安四暦辛卯九月十二日－

「憧裔先生系譜略」、享保二年花朝前日／正二位行民部卿藤原為経謹識

「僅寓先生行状」、先生殺後明年庚申某月某日羅浮子道春謹状

－２３－



「是尚裔記」、万暦己亥朝鮮刑部員外郎青川妾涜記

「憧斎記」、万暦己亥朝鮮刑部員外郎背川妻抗記

「重修僅裔先生文集政」、孝和二年竜集丁酉端午之日／／正二位行民部卿藤原為経謹識

（序）、無記名

＠特５６－３憧裔先生文集

２０５－１１８に同じ。

＠２０５－１１９僅裔先生文集

「御製憧寓先生文集序」、慶安四暦辛卯九月十二日

「憧寓先生系譜略」、享保二年花朝前日／正二位行民部卿藤原為経謹識

「憧駕先生行状」、先生殺後明年庚申某月某日羅浮子道春謹状

「是尚簿記」、万暦己亥朝鮮刑部員外郎背川妾抗記

「憧斎記」、万暦己亥朝鮮刑部員外郎膏川妾抗記
＼

「重修憧裔先生文集政」、享和二年竜集丁酉端午之日／／正二位行民部卿藤原為経謹識

＠２０５－１４６藤樹遺稿

「刻藤樹遺稿序」、寛政辛亥三孟夏／近江　西希顔謹撰／／平安　帰一堂主人書

「政」、橘春曙

＠２０５－１７７勉亭詩集

「勉亭詩集序」、享保元年十二月中浣／洛東田中親長謹撰

＠２０５－１５０垂加文集

「垂加文集序」、正徳四年甲午孟春吉辰／源安崇謹序

（垂加文集巻政）、正徳甲午孟春日　光海翁

（続垂加文集験）、正徳乙未仲春　源安崇謹政

「政垂加文集拾遺」、享保九年甲辰仲夏日　伴部安崇政

＠２０５－１５２竹鴻先生行余漫吟前集

「竹鴻詩集序」、享保二年丁酉復月長至之日／研幾竜主人物部姓和田氏長房伯良甫序

「刊行余漫吟全集序」、享保二年日南至●●謹識

＠２０５－２１０竹雨斎詩集

「竹雨斎詩集序」、、辛卯嘉平日／朝鮮国竜湖厳漠重子鼎序

「政」、壬戊之秋　止善子日真●誌

＠２０５－２２０芝軒吟稿

「芝軒吟稿叙」、・‥作芝軒吟稿叙竜集己亥月旅応鐘／朝鮮国宣務郎秘書館著作克通信製述

官申維翰叙

－２４－



＠２０６－１０古学先生詩集

「古学先生詩集序」、享保初元八月日／北可昌謹識

「書先君子全集後」、享保二年丁酉二月穀且子長胤謹政

「古学先生文集政」、享保丁酉三月既望門人香川修徳再拝謹？

＠２０５－２４０白石先生余稿

「白石先生詩序」、賜進士第翰林院編修／南薫殿纂修方輿路程前翰林院清書庶古土鄭任鎗

撰

「題清鄭任鎗所序白石余稿」、正徳五年乙未冬十月／室直情師礼甫識

「精白石余稿後」、正徳五年乙未菊月／●●●識

＠２０５－２４８北山遺稿

「北山遺稿序」、享保戊申之春／肥元喬題

「北山遺稿序」、東京江忠囲序

「北山遺稿政」、東都図書府主事錦江島信遍誌

＠２０６－３０東野遺稿

「刻東野遺稿序」、元文三年戊午仲秋之月／信陽　太宰純書

「東野遺稿序」、元文三年秋九月／哨夷秋以正子帥甫撰

「刻東野藤君集叙」、享保五年歳次庚子孟夏望日同盟弟長藩山県孝蒲謹書

「題東野遺稿後」、延享四年季冬／宮田明謹書

＠２０６－４６西山樵唱

「西山樵唱序」、享保庚戊秋八月／相江寒漁富逸

「樵唱集序」、享保乙巳冬十月／服元喬

「序」、己亥冬十一月晦／朝鮮国宣務郎秘書館著作青泉申維翰書上関舟中

「序」、宝永戊子秋八月初八狙株山人荻茂卿序

（験）、享保庚戊冬十月／及山隠●●●●

＠１９０－３１８垂加草全集

「蚊垂加草」、享保辛丑夏六月上浣／芸州後学／植田成章謹政

＠２０５－２３８錦里先生文集

「錦里文集序」、天明丁未仲冬／正二位菅原胤長撰

「錦里文集序」、天明七年丁未十二月／阿波国儒員柴邦彦撰

「錦里先生全集序」、正徳乙未秋七月　木寅亮謹撰

（政）、天明丁未冬　遠孫静謹識

（蚊）、寛政二年正月　柴邦彦識

＿２５＿



＠２０５－２３７錦里先生文集

２０５－２３８に同じ

＠２０６－２４爽鳩詩稿

「題爽鳩遺詩」、元文己未夏／友人南郭服元喬

「爽鳩詩稿政」、宝暦発酉冬十月／甲陽　石川夷庚

＠２０６－３３金華稿制

「金華稿制序」、享保戊申秋八月／平安服元喬撰

「金華稿倒序」、享保戊申三月　神門越正珪撰／／南部勝元書

「金華稿刑後序」、享保戊申冬十月従四位源頼寛撰／／烏石源君嶽書

＠２０６－４５琴所山人稿制

「琴所山人稿制序」、元文戊午秋七月／三河　野公台謹撰

（蚊）、宝暦二年壬申四月／彦根　種済謹政

＠２０６－２７鐘情集

「刻鍾情集序」、元文庚申秋八月熊元朗序

＠２０６－５６１容与園百詠

「容与園百詠序」、寛延改元戊辰閏十月／朝散大夫守秘書監兼進講宮林信吉子恭識

＠２０５－２３５常山文集

「常山文集序」、享保五年臓月上浣従　二位藤原南光？

「常山文集叙」、享保九年甲辰之春参議源宗尭謹叙

（政）、享保三年戊戊三月／権中納言従三位源朝臣綱条拝識

「常山文集政」、享保九年甲辰五月中旬／大内記従五位下藤原信篤謹験

※「附録義公行実」の政、享保八年契卯十二月上幹／臣安積覚謹政

＠２０５－２３３常山文集

２０５－２３５に同じ。

＠２０５－２３４常山文集

２０５－２３５に同じ。

＠２０６－６３３一夜百首

（序）、宝暦辛巳歳中秋前一日／烏石葛辰撰／／竜丘ｔ定福書

（序）、宝暦庚辰之春／播磨清絢

「南海伯王詩稿序」、辛卯仲冬下浣／三●●？東郭

（序）、砥玲識／／池●名護●∂

－２６－



＠２０６－２０鳳台小稿

「鳳台小稿題辞」、寛延辛未之夏／東都　江忠固

＠２０６－４２崖玉集後編

「昆玉集後篇序」、寛延三年庚午秋九月／参議宣季撰

＠２０５－２２５省毛先生遺集

「省葛文集序」、享保元年丙申仲冬穀且／常陽水戸府下澹泊斎安積覚序

「省竜先生遺集序」、元禄十五年歳次壬午十二月大寒前日越中南部景衡●寿敬題於潜志之

斎

「省竜先生遺集序」、元禄発未十月上浣筑前州貝原篤信序

「省葛先生遺集序」、元禄発未十月中浣門生山崎道貞謹序

「省篭先生遺集叙」、享保六年歳次辛丑大寒日不肖孫守経謹識

「省巷先生遺集後序」、元禄発未十月下浣門生西格奄百拝序

＠２０６－１６樵漁余適

「樵漁余適序」、長門　県孝稀撰

「樵漁余適序」、乙卯之冬／東都友人鱒元喬
「樵漁余適序」、寛保改元辛酉秋八月／鉄斎木定聖謹書

（政）、元文章酉仲春七日／対馬州文学原任用人芳州雨森東七十四歳書

（政）、寛保改元孟秋日／及山陽人●●●政

＠２０６－１８明霞先生遺稿

「明霞遺稿序」、延享五年戊辰三月辛卯／小倉　石川正恒伯卿叙／／宍戸広文書

（明霞遺稿序）、寛延元年八月丁卯／近江釈顕常撰

＠２０６－７９慎葛遺稿

「慎奄遺稿序」、宝暦十年庚辰夏五月／男薮怒謹書

＠２０６－１５０懐仙楼集

「懐仙楼集序」、服元喬序

「懐仙楼集序」、●忠統撰

「懐仙楼集政」、寛政庚申季秋越智正山謹？

＠２０６－１４９懐仙楼集

２０６－１５０に同じ

＠、２０６－６１？荷園文集

「？荷園初稿序」、宝暦八戊寅秋九月／南郭服元喬
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「験」、明和七庚寅冬十月／門人●●仕医官正●謹識

＠２０６－９３純陽遺稿

（序）、安永五年丙申仲冬日／東都源師道撰併書

＠２０６－１３狙採集

「狙疎先生集序」、元文改元之夏●忠統撰／／烏石源君嶽書

＠２０６－１５春台先生紫芝園稿

「紫芝園前後稿叙」、大日本宝暦二年壬中春二月朔日／東都稲垣長章謹識／／滝湖三井親

和書

「紫芝園前後稿蚊」、東都　堤有節

＠２０６－１１焼巌先生文集．

「梁景鸞焼巌集序」、寛保元年辛酉復月之望東都秘書府監彩巌桂山義樹君華父撰

「焼巌集後編序」、宝暦戊寅之冬／越藩文学播磨清絢撰

＠２０６－５４中山詩稿

「中山詩稿序」、宝暦八戊寅歳／服元喬

＠２０６－５８東里先生文集

「序」、明和八年辛卯十一月讃岐柴邦彦撰

＠２０６－６橘窓文集

「橘窓文集序」、寛政壬子冬十一月／子平安後学丘恩純序／／白井惟徳書

＠２０６－２３玉壷詩稿

「玉壷詩稿」、歳己亥嘉平下幹／朝鮮国宜務郎秘書館著作／充通信製述官寧海申／維翰書

於対州客館

「政玉壷詩稿後」、元文己未二月望／大垣　守換明撰

＠２０６－３４蘭亭先生詩集

「蘭亭先生詩集序」、門人亀山松惟時撰／／東都源師道書

「題蘭亭先生詩篇」、叡麓陳人勝忠如

「蘭亭先生詩集政」、熊耳山人余承裕撰

「書蘭亭先生詩集後」、宝暦丁丑之冬白石頭陀禅拭沸泣書

＠２０６－５２周南先生文集

「周南文集序」、宝暦五年秋八月／東都　服元喬

「周南先生文集政」、門人長門滝長憶拝識
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＠２０６－８１生駒山人詩集

「生駒山人詩集序」、有和宝暦庚辰中秋／同盟弟彦根儒臣伏水竜公美子明拝？併書

（蚊）、宝暦十二年壬午秋八月望／男元凱謹識

＠２０６－３２玉山詩集

「玉山集序」、宝暦甲戊之春／平安服元喬

「玉山集序」、宝暦甲戊歳真玉月／高松侯侍読岡井孝先撰

「題秋学士詩篇」、高惟馨

＠２０６－３５猪蘭台集

「猪蘭台集序」、享保壬子秋九月服元喬序

「猪蘭台集序」、享保壬子夏四月神門越智正珪撰

「猪蘭台集後序」、享保壬子冬十二月／大垣　守換明拝撰

＠２０６－７５蘭台先生遺稿

「蘭台先生遺稿序」、天明六年歳次丙午冬十一月戊戊／不肖男潜謹序井書

＠２０６－２８？州遺稿

（序）、明和六年十一月既望※印あり

＠２０６－２６？州遺稿

２０６－２８と同じ

＠２０６－２１玉山先生遺稿

「玉山遺稿序」、明和九年壬辰秋／太室井孝徳

「玉山先生遺稿叙」、明和二年乙酉仲夏／尾張紀徳民世馨

（序）、安永三年甲午夏四月肥藩埜吉書青竜。邸舎中

＠２０６－７７亀蔵遺稿

「亀蔵遺稿叙」、（叙題につづいて）小納言菅原在家／（叙末）宝暦十二年二月

「亀蔵遺稿序」、宝暦庚辰年春三月／関世美序

「亀蔵遺稿序」、宝暦庚辰之秋　播磨　清絢撰

「亀蔵遺稿序」、宝暦己卯秋九月／平安　●換彦章撰

「亀蔵遺稿験」、宝暦庚辰秋七月／大学頭菅原朝臣輝長／／東●●書

「験」、宝暦庚辰之冬／浪華内山之明撰

＠２０６－１８３釜川先生遺稿

「釜川遺稿序」、寛政七年十一月書於青山思玄亭南窓下／衡岳菊池禎

「政」、寛政七年乙卯季冬／五味穀謹識
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＠２０６－１０８水晶山人遺稿

「刻水晶遺稿序」、安永六年丁酉十一月朔旦書／千●江館中／南宮岳

「水晶山人遺稿政」、安永六年丁酉秋八月望／友人●南　石田言君謹

＠２０６－１２南郭先生文集

「南郭初稿序」、享保乙巳十月望／物茂卿題

「南郭稿序」、享保発卯冬十月西台勝忠統序／／大垣　守焼明書

「南郭集序」、享保壬寅秋七月朔／金華平玄中撰

※「南郭服夫子墓誌銘」、従四位下侍源頼順撰／臣高元碩謹書

＠２０６－２９槍浪居文集

「槍浪居文集序」、安永乙未夏四月望／源純覚識

＠２０６－４８踏海集遺

「自費先生墓誌銘」、己未夏門人河田乗？謹書時年七十

「書踏海集遺後」、寛政十年戊午秋九月／■忠裔識／／臣平長浦

＠２０６－４９踏海集

「踏海集序」、明和紀元秋八月／●●●●●

「題●」、友人熊耳余承裕子縛父撰

＠２０６－７２蕎薇館集

「蕎薇館集序」、宝暦発未秋九月／播磨　清絢君錦撰／／●元澄書

「蕎薇館集序」、宝暦発未夏／金竜道人釈敬●撰／／●●岸成米書

＠２０６－８９梅竜先生遺稿

「梅竜遺稿序」、天明人寅夏六月／北海江村綬撰

「梅竜先生遺稿序」、天明二年壬寅夏六月　門生源之願百拝敬撰

「験」、天明人寅秋七月／出羽池之原頓首拝撰

＠２０６－５７蘇門文砂

「蘇門文紗序」、明和己丑之秋九月／式部大輔菅原在家撰／／男侍従在照書

＠２０６－１１６桃花園集

「桃花園先生集序」、天明壬寅秋九月南豊勝衆撰／／男嬰書

「桃花園稿後序」、天明壬寅冬十一月／下毛安情？

＠２０６－６２蘭斎先生遺稿

「蘭斎先生遺稿後序」、安永丁酉夏五／文川亀／／姫路勝生厚書

一３０－



＠２０６－６３鶴皐先生遺稿

「鶴皐遺稿序」、安永丁酉／北海江村綬撰

「序」、安永丁酉之春／播磨清絢

「鶴皐詩集序」、（序題下）魯堂撰並書、（序文末）安永六年丁酉春三月五日

「鶴皐先生遺稿附言」、安永戊戊春二月　門人吹田定孝謹撰

「書鶴皐遺稿後」、安永戊戊二月朔且／肥後西依景翼書於兼狭順造館

＠２０６－５６３蘭斎先生一日百首詩稿

「刊蘭斎百首序」、明和丙戊孟夏／備前故参事大夫兼世子大博行大衡騎督操季之男　但陰

靡川処士源親賢撰／／劉允寧謹書

「政」、明和丁亥之秋七月／姫藩火器隊長兼謁者官●園高観魚

＠２０５－２３６鳩巣文集

「鳩巣文集序」、宝暦十二年壬午六月戊申嘩藩沢原実序

「鳩巣文集前編叙」、（叙題につづいて）東武門人　豊浦伊東貞薫沐拝撰、（文末）宝暦辛

巳十一年冬十月庚辰

「鳩巣文集前編政」、宝暦歳次壬午夏五月望豊浦伊東貞謹識

「鳩巣文集後編序」、宝暦発未十三年冬十一月／築峰植木金謹序／／東谷平明雅書

「後編鳩巣先生文集叙」、宝暦突未之春／備前国学河合専●謹撰／／上山田寛拝書

「後遍鳩巣先生文集政」、宝暦十三歳次発未冬十一月／門人豊浦伊東貞謹識／／上山田寛

拝書

＠２０６－７３華陽先生文集

「華陽先生文集序」、明和己丑春長門侍講滝長憧弥八謹叙井書

「華陽先生文集験」、明和己丑夏長門侍医栗山●庵誌

「済州山君遺稿叙」、明和己丑秋八月／吉田文献謹識

＠２０６－１００？助集

「序」、元文三年戊午秋九月／七十一山人富逸日休父

「酬●木蘭皐書」、初寒自愛蚊翁染田邦美再拝／丙子冬十月

「叙」、宝暦七年丁丑春正月寓呉山僧寂顕日初撰

「自序」、明和改元甲申秋八月望

「蘭皐家兄集序」、明和丙成春三月不肖弟富重謹撰

※「例言八則」、安永戊辰冬十一月　荒木喬謹識

＠２０６－７８子蘭文集

（子蘭文集初序）、明和六年己丑秋／浪華　坂倉通貫之輔序

「叙」、＼明和六年陽月己酉●●越源……於浪華唱堂私塾

（子蘭文集政）、明和六己丑初冬政之／●斎入道王英欽政
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＠２０６－９８桃花洞遺稿

「桃花洞遺稿序」、安永辛丑仲春　入江貞撰

「桃花遺稿叙」、安永庚子之歳／筑前文学亀井魯道載選／／東都　液洲勝●正喜

「桃花洞遺稿験」、安永辛丑春二月／屈容明？

＠２０５－２５２鳳岡林先生全集

「鳳岡全集序」、元文三年冬十月／参議正三位藤原宗家序

「鳳岡林先生全集序」、元文三年戊午復月穀旦朝散大夫国子祭酒林信充謹序

「鳳岡先生全集後序」、元文四年孟夏上帝不肖孫経延講宮林原再拝謹撰書

「鳳岡先生全集政」、元文四年己未臓月望日／小子林信智拝撰／国学書後藤世鈎謹書

＠２０６－１２３遊撃館集

「遊撃館集叙」、天明壬寅孟春／北海江村綬謹撰

「自題山尋草」、元文竜集己未之歳／平安伊藤緒自述

＠２０６－５６静斎文集

なし

＠２０６－６８？山詩集

「？山詩集巻末」、戊寅之春／東都　服元喬題

「？山詩集序」、宝暦丁丑仲冬／長門滝長憶撰

「験」、宝暦丁丑季冬／長門山根清撰

＠２０６－１７葛陵先生？杜集

「？杜集序」、安永発巳夏六月下幹／茅潮　侃侃怒績撰／／大洲　河惟恭書

「？杜集序」、安永突巳之季夏北陸荻元凱？

＠２０６－１０５観梅先生集

「観梅先生集序」、安永四年乙未八月望／備藩　湯元禎撰／／東江　源鱗書

「観海先生集序」、明和壬辰秋九月望／東奥熊阪邦撰

「観海先生集附録政」、天明突卯二月朔／宮田明

＠２０６－９７壷山集

「壷山老侯詩集序」、宝暦己卯秋八月／友人鵜湖厳忠林序

「壷山集政」、安永四年乙未冬十月／奥州泉藩宮田明謹書

＠２０６－９６壷山集

２０６－９７た同じ

＠２０６－８０仕学斎文集
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「仕学斎先生文集序」、明和六年己丑夏六月上浣　不肖子守官謹識

「仕学斎遺稿序」、宝暦壬午二月東部幽介田辺希文操竜於依竹？

※「仕学斎遺稿序」に対しての識語、安東守官識

「政語」、不肖子守官謹識

＠２０６－９４松氏文章

「書首五条」、門人　崎巌

＠２０６－１０３高陽山人詩稿

「序」、安永六年戊戊春二月／金峨井純卿／／思斎植通央写

＠２０６－６０大漱先生集

「大漱先生集序」、明和●戊秋七月／長門滝長憶識

「南宮先生集序」、宝暦発未冬十二月／広福大王侍読美濃武欽？撰／弟欽芦謹書

「南宮先生集序」、明和元年甲申七夕／洞津藤堂高文謹？／平安　●孔之書

（蚊）、発未初春日／門生石川貞頓首謹識

．＠２０６－１７熊耳先生文集

「熊耳先生文集序」、天明辛丑則陽之吉／門人南豊■？撰／／臣列維翁謹書

（政）、安永庚子之冬／ｔ●／／門人　唐津大夫水徳方書

＠２０６－３１藍水詩草

「藍水詩草序」、安永己亥夏六月穀旦／友人東都松延年序

「藍水詩草序」、安永戊戊十月既望／宮田明叙

「藍水詩草叙」、安永丁酉秋七月／淡海野公台撰

（蚊）、安永九年春二月甲子／釈義苗識

＠２０６－１１８壷丘詩稿

「壷丘詩稿序」、天明甲辰秋七月／守山侍従騰竜源頼亮撰／／東江処士源鱗謹書

「壷丘詩稿序」、天明発卯首夏／白川世子源定信撰

「壷丘詩稿叙」、天明改元年冬十一月一日／東都　源良翰」

（政）、天明五年●在乙巳春中幹／長島●正賢撰井書

「題壷丘初稿後」、天明戊申春正月／東毛　安情？／／江都松芳文書

「壷丘詩稿二編序」、寛政壬子秋／豊州陰山薙撰／／田救書

「壷丘詩稿政」、三河　丘融撰／／暢斎田器書

＠２０６－１１１石室詩抄

「引」、目付け・署名なし

（政）、安永庚子之夏／堤寛識
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＠２０６－９０鼎石詩集

「鼎石詩集序」、安永丁酉冬／北海江村綬撰／／孫●書

「鼎石詩集序」、安永六年冬至前三日／金竜翁雄杜多着／／山嘉胤書

「鼎石集叙」、戊戊奉書子平安緑●江上明日楼中／彦藩前文学竜子公美

（蚊）、皇和安永己亥仲秋／癖台宮田維禎士祥識

「鼎石詩集政」、安永己亥之秋／竜山左九成拝撰

（政）、安永戊戊秋九月既望／紀広識

＠２０６－９２青霞稿

「青霞初稿序」、安永戊成年十二月／正二品藤公亭？

「青霞集叙」、安永己亥冬至彦藩前儒学教授／伏水　竜公美幸

「験」、安永己亥春／左京権大夫藤原近光

＠２０６－８４陽春館遺稿

「●東先生遺稿序」、安永庚子冬十一月朔日／余衡撰

「陽春館遺稿政」、安永庚子冬十一月／壷丘　釈智耀

＠２０６－１２５松風館集

「松風館詩集序」、寛政元年己酉冬／尾張　平彪撰

＠２０６－１３８常山遺稿

「常山遺稿序」、天明乙巳春二月／竜渓巌垣彦明撰

（序）、天明乙巳春正月伊勢津阪孝縛撰

（政）、天明乙巳春正月　北海江村綬撰

＠２０６－８３？園集

（？園集題首）、明和辛卯秋／熊耳余承裕撰井書

「？園集序」、明和庚寅八月壬午／亀山松崎惟時撰

「？園集序」、明和庚寅春三月／南紀　劉維翰撰

「？園集前編序」、明和庚寅冬十一月／源康純少卿序／／釈凍滴

「？園集前編序」、明和丁亥秋九月／種済元民撰

「刻？園集前編験」、明和庚寅春正月／門人夏之功謹撰

「書？園集前編後」、明和庚寅年冬十一月／同邑大菅圭？美謹識

＠２０６－７４弊帝集

「刻弊帯集序」、明和庚寅春三月／尾張　平並明伯懐撰

「弊帯集序」、享保壬寅復陽月宜春堂大田長好謹書

＠２０６－８８常山楼集

「常山先生文集序」、天明壬寅仲冬望　宮田明
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※「行状」、本藩文学　四明井潜識

「常山楼集後序」、天明壬寅秋九月／淡海野公台

＠２０６－５５北海先生詩紗

「序」、明和丁亥春王正月金竜道人敏雄撰

「序」、明和丁亥孟春　那波師曽撰

（叙）、明和丁亥夏五月門人淡海柚木太玄謹叙

＠２０６－７０孔省楼集

「孔省楼文集序」、安永突巳之冬／備繭高潤拝撰

「孔省楼文集序」、安永発巳冬十一月／越国文学前田潤拝撰

「孔省楼文集後序」、安永甲午之春／近江端隆拝撰

「孔省楼文集政」、安永甲午之夏六月／姪文学伊藤栄吉拝撰

※（附言）、安永甲午夏六月　男　勅謹識

＠２０６－８２度門発生集

「鹿門詩集叙」、皇和安永六年九日／草底竜公夷？井書

＠２０６－１０６金峨先生焦余稿

（題言）、天明乙巳仲冬／門人　劉簡子廉謹書

＠２０６－１２８冠峰先生緑竹園詩集

「政冠峰先生詩集後」、時大清乾隆四十六年歳在辛丑八月二十二日／杭州痙竹里

（赤須政）、「安永辛丑春勢●赤須真人●書於細●城東●●亭南窓下

「●水験」、松永広瀬好之撰／天明改元辛丑冬至

＠２０６－１２９梅園詩集

「梅園詩集序」、天明丙午仲春　二子山人三浦晋識／／乾隆五十二年歳次丁未仲夏呉越程

赤城／書於崎館三積琴楼

「題梅園詩集後」、洞仙老人識

＠２０６－１３０善斎百詠

「序」、天明戊申九月源興晴序

「善斎百詠序」、天明戊申秋九月／東都　星岡爽鳩允題／／平直俺書

「善斎百詠序」、天明戊申秋八月既望／善斎　辺道壱撰

＠２０６－１３２東陽集

「東陽集自序」、天明元年辛丑冬至／大垣守屋元泰
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